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千 葉 県

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る「
動
け
る
」防
災
体
制
構
築

�

ブ
ル
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
と
協
定
締
結

日
大
、下
水
道
公
社
と
連
携

技
術
開
発
と
人
材
育
成
へ

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
活
用

〝
当
た
り
前
〟の
社
会
実
現
へ

�

国
交
省
「
推
進
戦
略
２
０
３
０
」
策
定

水
・
土
壌
環
境

東京都文京区

技能五輪
水ｉｎｇＡＭの三澤氏

「水技術」日本代表に正式決定

男
大
佐
の
決
断 

　

44
年
９
月
、
ペ
リ
リ
ュ
ー

島
の
激
戦
を
前
に
、
日
本
軍

の
守
備
隊
長
・
中
川
州
男（
く

に
お
）
大
佐
は
島
民
を
戦
火

か
ら
守
る
た
め
全
員
を
本
島

へ
強
制
疎
開
さ
せ
た
。
米
軍

（
総
兵
力
約
５
万
人
、
戦
艦

５
隻
、
巡
洋
・
駆
逐
艦
25
隻

以
上
）
の
圧
倒
的
な
物
量
の

前
に
１
万
人
以
上
の
日
本
兵

が
散
っ
た
が
、
島
民
の
犠
牲

者
は
「
ゼ
ロ
」
だ
っ
た
。
こ

の
中
川
大
佐
の
慈
愛
に
満
ち

た
決
断
は
、
今
も
パ
ラ
オ
の

人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て

い
る
。

　

■
国
旗
に
込
め
ら
れ
た
想

い 

　

94
年
の
独
立
時
、
パ
ラ
オ

が
選
ん
だ
の
は
青
地
に
黄
金

の
円
を
冠
し
た
国
旗
だ
っ

た
。「
日
本
の
日
の
丸
に
敬

収
入
は
米
国
、
日
本
、
台
湾

（
パ
ラ
オ
と
正
式
な
外
交
関

係
を
持
つ
12
カ
国
の
一
つ
）

な
ど
海
外
諸
国
か
ら
の
資
金

援
助
が
主
で
あ
り
、
大
き
な

産
業
は
な
く
、
観
光
業
が
主

要
産
業
で
あ
る
。
国
家
予
算

は
年
間
約
１
５
０
～
２
０
０

億
円
規
模
で
あ
る
。

２
．
崩
壊
寸
前
の
水
道
イ
ン

フ
ラ
：
１
９
４
０
年
代
の
遺

産
が
現
役

　

か
つ
て
日
本
軍
が
敷
設
し

た
水
道
イ
ン
フ
ラ
、
そ
し
て

水
率
（
料
金
回
収
で
き
な
い

水
）
は
５
割
を
突
破
。
パ
ラ

オ
水
道
公
社
（
Ｐ
Ｐ
Ｕ
Ｃ
）

は
慢
性
的
赤
字
に
喘
ぎ
、
再

投
資
が
で
き
な
い
と
い
う

「
死
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」に
陥
っ

て
い
る
（
写
真
１
）。

　

■
自
然
の
猛
威
と
管
理
能

力
の
欠
如

　

パ
ラ
オ
の
年
間
降
水
量
は

約
３
５
０
０
～
４
千
㍉
と
日

本
の
２
倍
以
上
に
及
ぶ
が
、

サ
ン
ゴ
礁
由
来
の
地
質
は

「
ザ
ル
」
の
よ
う
に
水
が
逃

げ
、
保
水
力
が
な
い
。
さ
ら

か
ら
構
築
し
た
。
当
時
、
日

本
語
教
育
を
受
け
た
世
代
に

は
日
本
語
を
話
す
人
も
多

く
、今
で
も「
ベ
ン
ト
ウ
」「
ア

ジ
」「
セ
ン
キ
ョ
」「
ダ
イ
ジ
ョ

ウ
ブ
」
と
い
っ
た
日
本
語
が

日
常
に
溶
け
込
み
、
ア
ン
ガ

ウ
ル
州
で
は
日
本
語
が
公
用

語
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
。
日
本
式
の
命
名
（
ク
ニ

オ
、
イ
チ
ロ
ウ
、
タ
ロ
ウ
）

を
持
つ
人
も
多
く
、
故
ク
ニ

オ
・
ナ
カ
ム
ラ
大
統
領
も
、

そ
の
一
人
で
あ
る
。

　

■
島
民
を
救
っ
た
中
川
州

の
戦
争
遺
跡
」
が
多
数
残
っ

て
お
り
、
歴
史
を
学
ぶ
場
と

し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
い
る
、
ま
さ
に
水
道
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
は
待
っ
た
な
し

の
状
態
で
あ
る
。

３
．
日
本
の
「
質
の
高
い
イ

ン
フ
ラ
支
援
」
と
２
０
２
６

年
の
新
た
な
胎
動

　

日
本
は
こ
の
危
機
を
静
観

し
て
は
い
な
い
。
過
去
40
年

間
で
累
計
３
３
５
億
円
（
無

償
資
金
協
力
は
約
２
６
０
億

円
、
技
術
協
力
約
75
億
円
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
は
、

在
パ
ラ
オ
日
本
大
使
館
・
笠

原
謙
一
特
命
全
権
大
使
を
は

じ
め
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）、
そ
し
て
日

本
を
代
表
す
る
水
イ
ン
フ
ラ

企
業
６
社
（
ク
ボ
タ
、
フ
ジ

テ
コ
ム
、
荏
原
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

日
本
テ
ク
ノ
、
前
澤
工
業
、

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
）が
集
結
し
た（
写
真
２
）。

こ
こ
で
は
単
な
る
機
材
供
与

に
留
ま
ら
ず
、「
老
朽
管
更

　

第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て

日
本
の
委
任
統
治
が
始
ま
っ

た
１
９
１
４
年
以
降
、
日
本

は
パ
ラ
オ
を
南
洋
諸
島
の
開

発
拠
点
と
し
コ
ロ
ー
ル
島
に

「
南
洋
庁
」を
設
置
し
、道
路
、

電
力
、
病
院
、
そ
し
て
水
道

と
い
っ
た
社
会
基
盤
を
ゼ
ロ

　

日
本
か
ら
南
へ
３
２
０
０

㌔
㍍
。
紺
碧
の
海
に
囲
ま
れ

た
パ
ラ
オ
と
日
本
の
間
に

は
、
単
な
る
外
交
を
超
え
た

「
特
別
な
絆
」
が
流
れ
て
い

る
。
し
か
し
今
、
そ
の
美
し

い
島
々
を
支
え
る
「
命
の
イ

ン
フ
ラ
の
水
道
」
が
、
音
を

立
て
て
崩
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
「
漏
水
率
50
％
超
」。
蛇
口

を
ひ
ね
る
前
に
、
水
の
半
分

が
地
中
で
消
え
て
い
る
。
こ

の
戦
慄
す
べ
き
事
態
に
、
日

本
は
ど
う
向
き
合
う
べ
き

か
。
２
０
２
６
年
１
月
、
現

地
で
日
本
政
府
が
主
催
し
た

「
太
平
洋
島
嶼
国
・
水
道
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
の
会
合
を

交
え
、
パ
ラ
オ
の
現
状
と
今

後
の
希
望
を
報
告
す
る
。

１
．
１
０
０
年
の
絆
と
、
受

け
継
が
れ
る
「
日
本
精
神
」

　

パ
ラ
オ
は
世
界
有
数
の
親

日
国
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

そ
の
根
底
に
は
歴
史
に
刻
ま

れ
た
深
い
物
語
が
あ
る
。

　

■
イ
ン
フ
ラ
の
礎
を
築
い

た
「
南
洋
庁
」
時
代 

意
を
表
し
、
月
を
描
い
た
」

と
い
う
説
は
、
両
国
の
揺
る

ぎ
な
い
友
情
の
象
徴
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

■
パ
ラ
オ
共
和
国
の
現
状

　

戦
後
は
米
国
に
よ
る
信
託

統
治
を
経
て
、94
年
に
独
立
。

人
口
は
１
万
８
千
人
、
国
家

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
米
国

海
兵
隊
が
築
い
た
水
道
イ
ン

フ
ラ
は
、
い
ま
や
限
界
を
超

え
た
老
朽
化
に
直
面
し
て
い

る
。

　

■
老
朽
化
の
末
路
：
地
中

に
眠
る
「
負
の
遺
産
」

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
一
部

の
地
域
で
は
１
９
４
０
年
代

（
日
本
統
治
時
代
）
の
鋼
管

や
ア
ス
ベ
ス
ト
・
セ
メ
ン
ト

管
（
石
綿
管
）
が
い
ま
だ
現

役
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
米
国
の
敷
設
し
た
水
道

配
管
も
更
新
時
期
を
大
幅
に

過
ぎ
、
管
路
か
ら
は
絶
え
間

な
く
水
が
漏
れ
出
し
、
無
収

に
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ

る
「
干
ば
つ
」
が
追
い
打
ち

を
か
け
る
中
、
水
道
シ
ス
テ

ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
漏
水

箇
所
を
特
定
す
る
技
術
、

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
人
材
も

圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
。

　

■
観
光
立
国
の
危
機

　

コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
、
観
光

客
が
再
び
戻
り
つ
つ
あ
る

今
、
水
道
シ
ス
テ
ム
の
崩
壊

は
、
パ
ラ
オ
の
主
要
産
業
で

あ
る
観
光
業
を
左
右
す
る
。

パ
ラ
オ
の
海
は
、
そ
の
透
明

度
と
生
物
多
様
性
で
世
界
遺

産
に
も
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に

歴
史
遺
産
と
し
て
「
日
本
軍

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表  

吉
村 

和
就

第 7回

下
水
道
の
「
応
用
研
究
」

国
交
省
、
公
募
開
始

た
持
続
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
へ
と
深
化
を
遂
げ
る
。

　

本
稿
を
お
読
み
い
た
だ
い

た
皆
様
、
ぜ
ひ
一
度
パ
ラ
オ

の
土
を
踏
ん
で
欲
し
い
。
そ

こ
に
は
我
々
の
先
人
が
築
き

上
げ
た
歴
史
の
重
み
と
、
未

来
を
拓
こ
う
と
す
る
新
し
い

鼓
動
、
そ
し
て
我
々
が
守
る

べ
き
至
宝
の
海
が
広
が
っ
て

い
る
。
革
新
的
な
パ
ラ
オ
・

モ
デ
ル
の
実
装
は
、
日
本
が

国
際
社
会
に
示
す
べ
き
「
新

た
な
貢
献
」
の
究
極
の
形
そ

の
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

を
超
え
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開

発
援
助
）を
通
じ
、血
の
通
っ

た
支
援
を
続
け
て
い
る
。
近

年
の
潮
流
で
は
22
年
開
業
の

パ
ラ
オ
国
際
空
港
の
運
営
に

象
徴
さ
れ
る
「
質
の
高
い
イ

ン
フ
ラ
支
援
」「
官
民
連
携

（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」
に
注
力
し
て
い

る
。水
道
関
係
で
は「
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
導
入
に
よ
る
漏

水
監
視
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
最

大
供
与
額
約
25
億
円
）
が
進

行
中
で
あ
る
。

　

■
「
水
道
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
の
衝
撃

　

コ
ロ
ー
ル
島
で
開
催
さ
れ

た
「
太
平
洋
島
嶼
国
・
水
道

新
×
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
×

デ
ジ
タ
ル
監
視
」
と
い
う
、

日
本
の
最
新
技
術
に
よ
る

「
24
時
間
体
制
の
漏
水
監
視

モ
デ
ル
と
ノ
ウ
ハ
ウ
」
が
提

示
さ
れ
た
。

　

■ 

「
パ
ラ
オ
・
モ
デ
ル
」

を
世
界
へ

　

現
在
進
行
中
の
約
25
億
円

規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

単
な
る
パ
ラ
オ
へ
の
一
国
の

支
援
に
留
ま
ら
な
い
。
気
候

変
動
に
よ
る
海
面
上
昇
や
塩

害
に
悩
む
全
て
の
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
島
嶼
国
に
と
っ

て
、
こ
の
「
無
収
水
対
策
×

デ
ジ
タ
ル
化
」
の
成
功
事
例

は
、
地
球
を
救
う
「
持
続
可

能
な
水
イ
ン
フ
ラ
」
の
羅
針

盤
と
な
る
は
ず
だ
。

４
．
終
わ
り
に
：
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
、
水
の
鼓
動

　

パ
ラ
オ
と
日
本
の
水
道
技

術
協
力
は
、
今
、
歴
史
的
な

転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
の
10
年
、
両
国
の
絆

は
単
な
る
支
援
を
超
え
「
無

収
水
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

気
候
変
動
対
策
」
を
柱
と
し

三
澤
選
手
（
左
）
と
水
谷

エ
キ
ス
パ
ー
ト

左からブルーイノベーションの熊田社長、文京
区の成澤区長、JUIDA の鈴木真二代表理事

新
・
世
界
と
日
本
の
水
事
情

漏
水
率
50
％
超
の
衝
撃

親
日
国
パ
ラ
オ
、国
家
の
命
運
を
懸
け
た「
水
道
老
朽
化
」の
戦
い

写真１　�老朽化が進行する配管と水タンク（筆者撮影）

写真２　�「水道ワークショップ」の出席者（筆者撮影）


